
2025 年度 授業計画ÿ·ラバ¹Ā グローバルビ¸ネ¹科/G1 

授業科目名 日本語 A 

 対象学年 1 年 

講義 開講時期 前期 

必修 単位/時間 3 単位 72 時間 

担 当 教 員  

林 裕� 

ÿ実務経験内容Ā 

日本語教師xしv1海外の日本語教育機関及び大学wの勤務経験をもx{授業を行う2 

ÿ授業の内容x到達目標Ā 

日本語能力試験 N２{必要z語彙・漢字・文法・読ëの力を身{つけ1N２合格を目指す2 

ホテルや企業wのインターン·ップ{必要z日本語運用能力を身{つける2 

成績評ïの 

方法・基準 
期末試験 40％ 提出物・小テ¹トおよび授業参画度 30％ 出席 30％ 

使 用 教 材  

>日本語総まとめ N２文法?>日本語能力試験問題集 N２文法スピüùマスタü?>日本語総まとめ

N２¯解?>日本語能力試験問題集 N２¯解スピüùマスタü?>日本語総まとめ N２語彙?>日本

語総まとめ N２漢字?>日本語能力試験公式問題集 N２? 自主作成プúンø 

Þ 数 内  容 

1～4 
オú¸ンテüションûüベûチ·ックテスø 

文法 N２dû語彙 N２d 

5～8 文法 N２eû語彙 N２eû小テスø 

9～12 文法 N２fû語彙 N２fû小テスø 

13～16 文法 N２gû漢字 N２dû小テスø 

17～20 文法 N２hû語彙 N２gû小テスø 

21～24 ¯解 N２dû漢字 N２eû小テスø 

25～26 日本語能力試験 N２ 模試û解®d 

27～30 文法 N２iû漢字 N２fû小テスø 

31～34 ¯解 N２eû語彙 N２hû課題 

35～36 日本語能力試験 N２ 模試û解®e 

37～38 日本語能力試験 N２ 模試û解®f 

39～40 日本語能力試験 N２ 模試û解®g 

41～42 日本語能力試験 N２ 模試û解®h 

43～46 日本語能力試験 N２ 解® 

47～50 文法 N２jû漢字 N２gû小テスø 

51～54 ¯解 N２fû語彙 N２iû課題 

55～58 文法 N２kû漢字 N２hû小テスø 

59～62 ¯解 N２gû語彙 N２jû小テスø 

63～66 文法 N２lû漢字 N２iû小テスø 

67～70 ¯解 N２hû語彙 N２kû課題 

71～72 まとめû振り返り 
 



2025 年度 授業計画ÿ·ラバ¹Ā グローバルビ¸ネ¹科/G2 

授業科目名 日本語B 

 対象学年 1 年 

講義 開講時期 後期 

必修 単位/時間 2 単位 48 時間 

担 当 教 員 

林 裕� 

ÿ実務経験内容Ā 

日本語教師xしv1海外~日本語教育機関及び大学w~勤務経験を²x{授業を行う2 

ÿ授業~内容xr達目標Ā 

日本語能力試験 N２{必要z文法・読ë・聴ë~力を身{つけ1N２合格を目指す2 

読ëw�短文{¹長文1情報検索zy多様z文章を読±る¸う{zる2また1聴ëw�1語彙や背景知識
²身{つけz|¹1分野別ÿ課題理ë・ポイント理ë・概要理ë・即時応答・}合理ëĀ~聴ë力を伸�
す2 

成績評ï~ 

方法・基準 
期末試験 40％ 提出物・小テ¹トz¸び授業参画度 30％ 出席 30％ 

使 用 教 材 

>日本語総まとめ N２文法?>日本語能力試験問題集 N２文法スピüùマスタü?>日本

語総まとめ N２¯解?>日本語能力試験問題集 N２¯解スピüùマスタü?>日本語総ま

とめ N２聴解?>日本語能力試験問題集 N２聴解スピüùマスタü?>日本語能力試験公

式問題集 N２? 自主作成プリンø 

Þ 数 内  容 

1～4 文法 N２dû¯解 N２d 

5～8 文法 N２eû聴解 N２dû小テスø 

9～12 文法 N２fû¯解 N２eû小テスø 

13～16 日本語能力試験 N２ 模試û解®d 

17～20 日本語能力試験 N２ 模試û解®e 

21～24 日本語能力試験 N２ 模試û解®f 

25～26 日本語能力試験 N２ 模試û解®g 

27～30 日本語能力試験 N２ 解® 

31～32 文法 N２gû聴解 N２eû小テスø 

33～36 文法 N２hû¯解 N２fû小テスø 

37～38 文法 N２iû聴解 N２fû課題 

39～42 文法 N２jû¯解 N２gû小テスø 

43～44 文法 N２kû聴解 N２gû小テスø 

45～46 文法 N２lû¯解 N２hû小テスø 

47～48 まとめû振り返り 

 



2025 年度 授業計画ÿ·ラバ¹Ā グローバルビ¸ネ¹科/G3 

授業科目名 日本語C 

 対象学年 ２年 

講義 開講時期 前期 

必修 単位/時間 2 単位 48 時間 

担 当 教 員 

村本 茜 

ÿ実務経験内容Ā 

日本語教師xしv1日本語教育機関及び短期大学wの勤務経験²もx{授業²行う2 

ÿ授業の内容x到達目標Ā 

日本語の読ë力1聴ë力²身{つけ1日本語w読³�º聞い�ºす»中wポイント理ë・概要理ë・総合
理ë|w}»よう{z»2 

成績評価の 

方法・基準 
期末試験 40％ 提出物・小テ¹トおよび授業参画度 30％ 出席 30％ 

使 用 教 材 

>日本語総まとめ N２¯解?>日本語能力試験問題集 N２¯解スピüùþスタü?>日本

語総まとめ N２聴解?>日本語能力試験問題集 N２聴解スピüùþスタü?>日本語能力

試験公式問題集 N２? 自主作成プúンø 

Þ 数 内  容 

1～4 
オú¸ンテüションûüベûチ·ックテスø 

¯解 N２dû聴解 N２d 

5～8 ¯解 N２eû聴解 N２eû小テスø 

9～12 ¯解 N２fû聴解 N２fû小テスø 

13～16 ¯解 N２gû聴解 N２gû小テスø 

17～20 ¯解 N２hû聴解 N２hû小テスø 

21～24 ¯解 N２iû聴解 N２iû課題 

25～26 日本語能力試験 N２ 模試û解®d 

27～30 ¯解ÿ内容理解û短文Ādû聴解ÿ課題理解Ādû小テスø 

31～32 日本語能力試験 N２ 模試û解®e 

33～36 ¯解ÿ内容理解û中文Ādû聴解ÿýインø理解Ādû小テスø 

37～38 日本語能力試験 N２ 模試û解®f 

39～42 ¯解ÿ内容理解û長文Ādû聴解ÿ概要理解Ādû小テスø 

43～44 日本語能力試験 N２ 模試û解®g 

45～46 日本語能力試験 N２ 解® 

47～48 ¯解 N２jû聴解 N２j 

 



2025 年度 授業計画ÿ·ラバ¹Ā グローバルビ¸ネ¹科/G4 

授業科目名 日本語D 

 対象学年 ２年 

講義 開講時期 後期 

必修 単位/時間 2 単位 48 時間 

担 当 教 員 

村本 茜 

ÿ実務経験内容Ā 

日本語教師xしv1日本語教育機関及び短期大学w~勤務経験をもx{授業を行う2 

ÿ授業~内容x到達目標Ā 

様々z文例や文章を用いv語彙を学習するxxも{1文法~知識を身{つける2さ¹{�ビ¸ネ¹~場面
w使用wきる日本語~読ë力や聴ë力を身{つける2 

成績評価~ 

方法・基準 
期末試験 40％ 提出物・小テ¹トお¸び授業参画度 30％ 出席 30％ 

使 用 教 材 

>日本語敬語øüüニンÀ?>日本語総まとめ N１語彙?>日本語総まとめ N１¯解?

>日本語能力試験問題集 N１¯解スピüùマスタü?>日本語総まとめ N１聴解?>日本

語能力試験問題集 N１聴解スピüùマスタü?>日本語能力試験公式問題集 N１? 自主

作成プúンø 

Þ 数 内  容 

1～4 
オú¸ンテüションûüベûチ·ッ¿テスø 

¯解 N１dû聴解 N１dû語彙 N１d 

5～8 ¯解 N１eû聴解 N１eû語彙 N１eû小テスø 

9～12 ¯解 N１fû聴解 N１fû語彙 N１fû小テスø 

13～16 ¯解 N１gû聴解 N１gû語彙 N１gû小テスø 

17～20 ¯解 N１hû聴解 N１hû語彙 N１hû課題 

21～24 日本語能力試験 N１ 模試û解®d 

25～26 敬語dû小テスø 

27～30 日本語能力試験 N１ 模試û解®e 

31～32 敬語eû小テスø 

33～36 日本語能力試験 N１ 模試û解®f 

37～38 敬語fû小テスø 

39～42 日本語能力試験 N１ 模試û解®g 

43～44 日本語能力試験 N１ 模試û解®h 

45～46 日本語能力試験 N１ 解® 

47～48 敬語g 

 



2025 年度 授業計画ÿ·ラバ¹Ā グýーバûビ¸ネ¹科/G5 

授業科目名 日本語ビ¸ネ¹_話 

 対象学年 1 年 

講義 開講時期 後期 

必修 単位/時間 2 単位 48 時間 

担 当 教 員  

林 裕� 

ÿ実務経験内容Ā 

日本語教�xしv1海外の日本語教育機関及び大学wの勤務経験をもx{授業を行う2 

ÿ授業の内容x到達目標Ā 

就職活×やビ¸ネ¹の場面w必要xzる日本語の修得を目指す2 

自己 PR やß望×機xいsた履歴書{必要z内容が書けるよう{zるxxも{1電話対応やプüゼンテー
·ョンxいsた就職後{出_う場面w必要xzる話す能力を身{tける2 

また1\時{敬語や日本語能力試験 N２{必要z文法・読ë・聴ëの力を身{tけ1N２合格を目指す2 

成績評ïの 

方法・基準 
期末試験 40％ 提出物・小テ¹トおよび授業参画度 30％ 出席 30％ 

使 用 教 材  

>お²てなしの日本語?>伸ばす！就活能力ûó¸ネ¹日本語力?>Shadowing 日本語を

話そう！就職û²ûバ´øû進学面接編?>日本語総まと± N２文法?>日本語能力試験

問題集 N２文法¹ôüùマ¹タü?>日本語総まと± N２聴解?>日本語能力試験問題集 N

２聴解¹ôüùマ¹タü?>日本語能力試験公式問題集 N２? 自主作成プúンø 

Þ 数 内  容 

1～4 語彙ÿ自己分析Ā 

5～8 語彙ÿ業界／業種／職種Ā 

9～12 文法dû聴解d 

13～16 文法eû聴解e 

17～20 読解d 

21～24 読解e 

25～26 作文ÿ志望動機Ā 

27～30 作文ÿ履歴書Ā 

31～32 文法fû聴解f 

33～36 文法gû聴解g 

37～38 会話ÿ電話対応û来客対応Ā 

39～42 プüゼンöü·ョンd 

43～44 プüゼンöü·ョンe 

45～46 チüムóû÷³ング 

47～48 まと±û振り返り 

 



2025 年度 授業計画ÿ·ラバ¹Ā グýーバûビ¸ネ¹科/G06 

授業科目名 外国語会話 A 

 対象学年 Ā年 

講義 開講時期 前期 

必修 単位/時間 3 単位 72 時間 

担 当 教 員  

¹üイ¶·û マイサム 

ÿ実務経験内容Ā 

英語教師xしv1海外~英語教育機関w~勤務経験をもx{授業を行う2 

ÿ授業~内容x到達目標Ā 

基本的z英語力を身{つけ1簡単z英会話|w}1限定的w�ある|意}疎通|w}るüベûを目gし
ます2目標� TOEIC 検定 500 点~取得を目gします2 

成績評価~ 

方法・基準 
試験ÿĀÿ％Ā1平常点ÿÿÿ％Ā1課題提出率ÿÿÿ％Ā 

使 用 教 材  テキスト：>Business Plus ①? 

回 数 内  容 

Ā～4 Level check / verb be / pronouns 

5～６ Singular and plural nouns  

7～10 demonstratives / Possessive pronouns  

11～12 Practical English: Meeting visitors at the airport  

13～16 Present simple positive Mock Test ① 

17～20 Present simple negative  

21～24 practical English: on an airplane Writing a personal profile  

25～26 countries and nationalities  

27～30 
Adverbs of frequency / Reading: How ASEANs use English in their 

jobs Telling the time  

31～34 my daily routine Mock Test➁ 

35～36 Prepositions of place and names of things in the office  

37～40 can-can’t / Mock Testf 

41～44 Writing an email / practical English: On the Phone  

45～46 Present continuous  

47～48 telephone language Practical English 

49～50 Buying and Selling / some- any Much – many  

51～54 phrasal verbs / Mock Testg 

55～58 Future tense (progressive)  

59～60 Practical English: Making suggestions  

61～62 Months- days- dates  

63～64 telling the time using: past-to  

65～68 Practical English: Talking about traveling / prepositions  

69～72 Writing a review / Past simple Mock Testh 

 



2025 年度 授業計画ÿ·ラバ¹Ā Àýーバûó¸ネ¹科/G07 

授業科目名 外国語_話 B 

 対象学年 Ā年 

講義 開講時期 前期 

必修 単位/時間 2 単位 48 時間 

担 当 教 員  

¹üイ¶·û マイサム 

ÿ実務経験内容Ā 

英語教師xしv1海外~英語教育機関w~勤務経験をもx{授業を行う2 

ÿ授業~内容x到達目標Ā 

長い文章|理ëw}»¸う{zº1簡単zトôッ¿{tいv1限¹¼た場面{zいv�しs{ºx意}
疎通|w}»üベûを目gします2目標� TOEIC 検定 600 点~取得を目gします2 

成績評価~ 

方法・基準 
試験ÿĀÿ％Ā1平常点ÿÿÿ％Ā1課題提出率ÿÿÿ％Ā 

使 用 教 材  テキスト：>Business Plus d? 

Þ 数 内  容 

Ā・2 Present simple and past simple tenses review 

3・4 Practical English: Making a reservation at a hotel  

5・6 regular verbs / anecdotes / Mock Testd 

7・8 Practical English 8In the street9 

9・10 do-make / Auxiliary verbs 

11・12 How much / how many? / quantifiers 

13・14 Practical English: at the restaurantLike+ing verbs  

15・16 Coordinators / Describing leisure activities / play-do-go groups  

17・18 Future tense (Will – won9t) 

19・20 Talking about the future / Mock Teste 

21・22 
Present simple or preset continuous? Practical English 8In the 

street9 

23・24 Writing 8 A post card9  

25・26 Future with Be going to  

27・28 Writing 8 Instructions9/ Mock Testf 

29・30 Comparative adjectives  

31・32 Superlative adjectives  

33・34 Would like to/ Practical English 8Going home9 

35・36 Writing 8 Making a reservation9  

37・38 Defining relative clauses Mock Testg 

39・40 Practical English 8At the airport9 

41・42 Writing 8 Describing yourself9 

43・44 Present perfect Present perfect or past simple? 

45～48 Conjunctions / Mock Testh 

 



2025 年度 授業計画ÿ·ラバ¹Ā Àýーバûビ¸ネ¹科/G08 

授業科目名 外国語会話 C 

 対象学年 ā 

講義 開講時期 前期 

必修 単位/時間 2 単位 48 時間 

担 当 教 員  

¹üイ¶·û マイサム 

ÿ実務経験内容Ā 

英語教師xしv1海外~英語教育機関w~勤務経験をもx{授業を行う2 

ÿ授業~内容x到達目標Ā 

長çをÞ}取»こx|w}»¸う{zº1あ»程度�英語w意見|言え»üベûを目指し~す2~た1
日常wもちい¹¼»英ç~読�書}|w}»¸う{zº~す2目標� TOEIC 検定 700 点~取得を目指し
~す2 

成績評価~ 

方法・基準 
プý¸·¿トワー¿ÿ６ÿ％Ā1平常点ÿāÿ％Ā1課題提出率ÿāÿ％Ā 

使 用 教 材  テキスト：Collins>Hotel & Hospitality English?、自主作成教材 

回 数 内  容 

Ā・2 Level check 

3・4 American Culture: Research 

5・6 American culture: Presentations 

7・8 Cultural Shock in Different Countries: Discussion 

9・10 Cultural Shock in Different Countries: Speech 

11～14 Mock Testd・解説 

15・16 Meetings and Hospitality in Different Cultures. Group work. 

17・18 Meetings and Hospitality in Different Cultures.Role-play 

19～22 Mock Teste・解説 

23・24 Giving Instructions in Details. Writing (recipes) 

25・26 Giving Instructions in Details. (cooking) 

27・28 Writing a Blogpost: Advice to my Fellow Newcomers to Japan  

29・30 Advice to my Fellow Newcomers to Japan: Discussion 

31～34 Mock Testf・解説 

35・36 Debating Skills: AI Influence on Our Lives. Discussions 

37・38 Debating Skills: AI Influence on Our Lives. Performance. 

39・40 Writing to a Pen Pal: writing to an English-speaking friend. 

41・42 Pronunciation: Toung Twisters and Listening Exercises. 

43～48 Mock Testg・解説 

 



2025 年度 授業計画ÿ·ラバ¹Ā Àýーバûビ¸ネ¹科/G09 

授業科目名 外国語会話D 

 対象学年 ā 

講義 開講時期 後期 

必修 単位/時間 2 単位 48 時間 

担 当 教 員  

¹üイ¶·û þイサム 

ÿ実務経験内容Ā 

英語教師xしv1海外~英語教育機関w~勤務経験をもxに授業を行う2 

ÿ授業~内容x到達目標Ā 

英語wüýートを書いたºプüゼンテー·ョンをしv提案をしたºwき»こxを目指します2目標�
TOEIC800 点~取得を目指します2 

成績評価~ 

方法・基準 
プý¸·¿トワー¿ÿ６ÿ％Ā1平常点ÿāÿ％Ā1課題提出率ÿāÿ％Ā 

使 用 教 材  テキスト：Collins>Hotel & Hospitality English?、自主作成教材 

回 数 内  容 

Ā・2 Level check 

3・4 Watching a film: Hachiko, A Dog’s Tale/ Writing a Review 

5・6 Storytelling: An Interesting Experience That I Learned From. 

7・8 Mock Job interviews practice 

9～12 Mock Testd・解説 

13～18 Project Workd 

19・20 Presentationd 

21～26 Research Workd 

27・28 Presentatione 

29～32 Mock Teste・解説 

33～36 Report Workd 

37・38 Presentationf 

39～42 Mock Testg・解説 

43～46 Graduation Project 

47・48 Presentationg 

 



2025 年度 授業計画ÿ·ラバ¹Ā °ýーバûビ¸ネ¹科/G10 

授業科目名 ビ¸ネ¹外国語会話 

 対象学年 ā 

講義 開講時期 通年 

必修 単位/時間 2 単位 48 時間 

担 当 教 員  

¹üイ¶·û þイサĀ 

ÿ実務経験内容Ā 

英語教師xしv1海外の英語教育機関wの勤務経験を²x{授業を行う2 

ÿ授業の内容x到達目標Ā 

外国{¹のz客様{対応w}る¸う{1英語wの<コÿュニ±ー·ョン=や<z²vzし=を学びます2
実際{会話をしz|¹英語力を高±vい}ます2 

成績評価の 

方法・基準 
試験ÿ６ÿ％Ā1平常点ÿāÿ％Ā1課題提出率ÿāÿ％Ā 

使 用 教 材  テキスト：Collins>Hotel & Hospitality English?、自主作成教材 

回 数 内  容 

Ā・2 Welcoming guests 

3・4 Welcoming a guest with no reservation 

5・6 'Difficult' guests 

7・8 Looking after guests (1) 

9・10 Looking after guests (2) 

11・12 Reservation inquiries 

13・14 Reservation changes 

15・16 Phone calls to reception 

17・18 Communication problems 

19・20 Guest problems 

21・22 At breakfast 

23・24 At the bar 

25・26 Complaints from guests at the bar 

27・28 In the restaurant (1) 

29・30 In the restaurant (2) 

31・32 In the restaurant (3) 

33・34 Housekeeping 

35・36 Housekeeping problems 

37・38 Room service 

39・40 Guest services 

41・42 In the business centre 

43・44 Recommendations for places to eat 

45・46 Checking out 

47・48 Review 

 



2025 年度 授業計画ÿ·ラバ¹Ā グローバルビ¸ネ¹科/G11 

授業科目名 選択Ⅰÿ外国語・中国語Ā 

 対í学年 2 年 

講義 開講f期 後期 

選択必修 単位/f間 2 単位 48 f間 

担 当 教 員  

ブテ³ニュマ´ 

ÿß務経験内容Ā 

ÿ授業の内容x到達目標Ā 

あまº苦労しzくvも日常wの簡単zやº取ºを中国語ww}»よう{す»22 

成績評価の 

方法・基準 
提出課題ÿ50％Ā1出席ÿ30％Ā1平常ùÿ20％Ā 

使 用 教 材  >STANDARD COURSE 中国語の世界標準テキスト１?自主作成教材 

回 数 内  容 

1～4 あいさつ 

5～8 自己紹介 

9～10 ûしい自己紹介ÿ出身等Ā 

11～14 気cちを_え» 

15～18 要求を_え» 

19～22 感想を述べ» 

23～26 人{ついv説明す» 

27～30 名前1職業zy1相手{î問す» 

31～34 身の回º{あ»もの{ついvî問す» 

35～38 値段を聞くこx|w}» 

39～40 場所を聞くこx|w}» 

41～42 好}嫌いを述べ» 

43～44 理由・方法を聞く 

45～46 上司を食事{誘う 

47～48 買い物をす» 

 



2025 年度 授業計画ÿ·ラバ¹Ā グローバルビ¸ネ¹科/G11 

授業科目名 選択Ⅰÿ外国語２・¹ペイン語Ā 

 対í学年 2 年 

講義 開講f期 後期 

必修 単位/f間 2 単位 48 f間 

担 当 教 員  

村本 茜 

ÿß務経験内容Ā 

海外留学及び短期大学wの勤務経験をもx{授業を行う2 

ÿ授業の内容x到達目標Ā 

あまº苦労しzくvも日常wの簡単zやº取ºを¹ペイン語ww}»よう{す»22 

成績評価の 

方法・基準 
提出課題ÿ50％Ā1出席ÿ30％Ā1平常ùÿ20％Ā 

使 用 教 材  >30日で話せるスペイン語会話?自主作成教材 

回 数 内  容 

1～4 あいさつ 

5～8 自己紹介 

9～10 ûしい自己紹介ÿ出身等Ā 

11～14 気cちを_え» 

15～18 要求を_え» 

19～22 感想を述べ» 

23～26 人{ついv説明す» 

27～30 名前1職業zy1相手{î問す» 

31～34 身の回º{あ»もの{ついvî問す» 

35～38 値段を聞くこx|w}» 

39～40 場所を聞くこx|w}» 

41～42 好}嫌いを述べ» 

43～44 理由・方法を聞く 

45～46 上司を食事{誘う 

47～48 買い物をす» 

 



2025 年度 授業計画ÿ·ラバ¹Ā °ローバルó¸ネ¹科/G11 

授業科目名 選択Ⅰÿ日本語Ā 

 対象学年 2 年 

講義 開講時期 後期 

選択必修 単O/時間 2 単O 48 時間 

担 当 教 員  

林 Ý� 

ÿß務経験内容Ā 

日本語教師xしv1海外の日本語教育機関及び大学wの勤務経験を²xに授業を行う2 

ÿ授業の内容x到達目標Ā 

相手|ÿ達した言語使用�wあ»場合1幅広い話題についv流暢{つ正確に話すこx|w}»2場にふさ
わしいコミュニ±ー·ョン|x¼»ようにす»2 

成績評ïの 

方法・基準 
提û課題ÿ50％Ā1û席ÿ30％Ā1平常ùÿ20％Ā 

使 用 教 材  >会話に挑戦！中級前期からの日本語ýーûプüイ?>新 Shadowing 日本語を話そう！? 

回 数 内  容 

1～4 自己アôール 

5～8 手順説明 

9～10 �う／断» 

11～14 慰±» 

15～18 _言をす» 

19～22 症状説明 

23～26 希望を_え» 

27～30 問い合わせ» 

31～34 許可を求±» 

35～38 ß頼す» 

39～40 訂正を求±» 

41～42 �» 

43～44 提案・相談 

45～46 î問に答え» 

47～48 助言を求±» 

 



2025 年度 授業計画ÿ·ùバ¹Ā Àローバûビ¸ネ¹科/G12 

授業科目名 選択Ⅱÿ·û¿¹¿úーンĀ 

 対象学年 1 年 

講義 開講時期 後期 

選択必修 単位/時間 2 単位 48 時間 

担 当 教 員  

大久保真一 

ÿ実務経験内容Ā 

Àùフ³ッ¿÷¶´ナーxしvの活動経験をもxに指導を行う2 

ÿ授業の内容x到達目標Ā 

·û¿¹¿úーンの仕組みを理ëし1全vを手作業w行い1オú¸ナûの作品を仕上げ2 

成績評価の 

方法・基準 
提出課題ÿ50％Ā1出席ÿ30％Ā1平常点ÿ20％Ā 

使 用 教 材   

Þ 数 内  容 

1～2 ·û¿¹¿úーンについvの説明 

3～10 木材w枠制作 

11～14 ¹¿úーン張り 

15～20 オú¸ナû÷¶´ン 

21～26 感光乳剤を¹¿úーン塗布 

27～32 乾燥～露光～洗い 

33～36 プúンø作業 

37～40 プúンø作業 

41～44 プúンø作業 

45～48 作品発表ÿプレゼンテーションĀ 
 



2025 年度 授業計画ÿ·ùĀ¹Ā ÀýーĀûビ¸ネ¹科/G12 

授業科目名 選択Ⅱÿÿンùメ´ùĀ 

 対象学年 1 年 

講義 開講時期 後期 

選択必修 単位/時間 2 単位 48 時間 

担 当 教 員  

水本 圭 

ÿ実務経験内容Ā 

ÿンùメ´ù作家xしv~経験²もxに講義²行う2 

ÿ授業~内容x到達目標Ā 

ビーºや}³y²使用しv²¿»サúー制作²行う2販売wき»üベû~技Û・販売力²育成す» 

成績評価~ 

方法・基準 
提û課題ÿ50％Ā1û席ÿ30％Ā1平常点ÿ20％Ā 

使 用 教 材   

回 数 内  容 

1～2 ÿンùメ´ù入門 

3～6 ビーº類~²¿»サúー作º 

7～10 自主制作d 

11～16 }³y~²¿»サúー作º 

17～20 自主制作e 

21～26 タÀ²作»1値段²つけ» 

27～30 自主制作f 

31～34 ÷³¹プü´´メー¸²考え» 

35～38 自主制作g 

39～44 プü¼ンø商品~制作 

45～48 作品紹介ÿプü¼ンöー·ョンĀ 

 



2025 年度 授業計画ÿ·ラバ¹Ā Àローバルビ¸ネ¹科/G12 

授業科目名 選択Ⅱÿ動画Ā 

 対象学年 1 年 

講義 開講時期 後期 

選択必修 単位/時間 2 単位 48 時間 

担 当 教 員  

HEIYA 枦川・栫井・中村 

ÿ実務経験内容Ā 

weddingmovie・MV・CM・企業 PRmovie 

ÿ授業の内容x到達目標Ā 

アフ¿ー¸フ·¿トや映像フ¹ルÀ構成の基礎1ソフトの基礎|w}るよう{zる2 

成績評価の 

方法・基準 
提出課題ÿ50％Ā1出席ÿ30％Ā1平常点ÿ20％Ā 

使 用 教 材  Adobe After Effects 

回 数 内  容 

1～2 基礎の説明 

3～6 After Effects 基礎 

7～10 課題制作d 

11～16 After Effects 基礎 

17～20 After Effects 基礎 

21～26 課題制作e 

27～30 After Effects 基礎 

31～34 After Effects ¸フ·¿ト 

35～38 課題制作f 

39～46 After Effects ¸フ·¿ト 

47・48 まxめ 

 



2025 年度 授業計画ÿ·ラバ¹Ā °ローバルビ¸ネ¹科/G13 

授業科目名 ビ¸ネ¹þúー 

 対象学年 ÿ年 

講義 開講f期 通年 

必修 単位/f間 2 単位 48 f間 

担 当 教 員  

ブ テ³ ûュ þ´ 

ÿ実務経験内容Ā 

 

ÿ授業の内容x到達目標Ā 

ビ¸ネ¹û·ーン{必要z基本的zþúーの学習を通しvコÿュû±ー·ョン力の向上を図»xxも{1
実社会w即戦力xzºう»人wの育成を目指す2 

成績評価の 

方法û基準 
期未テ¹トx課題ÿā０％Ā1提出物û小テ¹ト及び授業参画度ÿ3０％Ā1出席ÿĀ０％Ā 

使 用 教 w  テキ¹トÿ社会人常識þúー検定 Japan basic 

回 数 内  容 

1～4 和の精神 

5～8 zもvzし 

9～12 日本の年中行事 

13～16 就職活動 

17～20 �留資格 

21～24 コÿュû±ー·ョンの基本 

25～28 印象の良い身pしzみ 

29～32 気cqの良いあいさつ 

33～36 z辞儀の基本 

37～40 敬語の種類x使い{阿多 

41～44 社内外の人xのコÿュû±ー·ョン 

45～48 ビ¸ネ¹文書の基本 

 



2025 年度 授業計画ÿ·ラバ¹Ā °ýーバûビ¸ネ¹科/G14 

授業科目名 マー±ö³ン°基礎 A 

 対象学年 1 年 

講義 開講時期 前期 

必修 単位/時間 2 単位 48 時間 

担 当 教 員  
öö³ニュマ´ 

 

ÿ授業の内容x到達目標Ā 

ビ¸ネ¹{不可欠zマー±ö³ン°の基礎理論を学び1ビ¸ネ¹モ÷ûの組�立てや商品企画1÷üゼン
öー·ョン{必要z発想力や情報収集力を身{つける2実際の事例からの±ー¹¹タ÷³や市場調査1商
品企画zy1自ら調査した内容を発èし研究の成果を~xめる2 

成績ß価の 

方法・基準 
期未ö¹øx課題ÿĀ０％Ā1提出物・小ö¹ø及び授業参画度ÿ3０％Ā1出席ÿÿ０％Ā 

使 用 教 材  自主作成教材 

回 数 内  容 

1～4 マー±ティン°と�何{ 

5～8 企業にzけるマー±ティン°~役割d 

9～12 企業にzけるマー±ティン°~役割e 

13～16 課題研究d 

17～22 þü±ティン°û³ÿュニ±ü·ョン 

23～26 価格戦略d 

27～30 価格戦略e 

31～34 セ°メンテü·ョン 

35～38 タü²ティン° 

39～42 ý¸·ョニン° 

43～46 課題研究e 

47・48 まとめ 

 



2025 年度 授業計画ÿ·ラバ¹Ā °ýーバûビ¸ネ¹科/G15 

授業科目名 マー±ö³ン°基礎 B 

 対象学年 1 年 

講義 開講時期 後期 

必修 単位/時間 2 単位 48 時間 

担 当 教 員 
öö³ニュマ´ 

 

ÿ授業の内容x到達目標Ā 

ビ¸ネ¹{不可欠zマー±ö³ン°の基礎理論を学び1ビ¸ネ¹モ÷ûの組�立てや商品企画1÷üゼン
öー·ョン{必要z発想力や情報収集力を身{つける2実際の事例からの±ー¹¹タ÷³や市場調査1商
品企画zy1自ら調査した内容を発èし研究の成果を~xめる2 

成績ß価の 

方法・基準 
期未ö¹øx課題ÿĀ０％Ā1提出物・小ö¹ø及び授業参画度ÿ3０％Ā1出席ÿÿ０％Ā 

使 用 教 材 自主作成教材 

回 数 内  容 

1・2 マー±ティン°基礎 A復習 

3～6 製品戦略 

7～10 ÷ロモーション戦略 

11～14 課題研究① 

15～18 流通戦略 

19～22 B to Bマー±ティン°d 

23～26 B to Bマー±ティン°e 

27～30 öランド戦略d 

31～34 öランド戦略e 

35～38 °ローバルマー±ティン°d 

39～42 °ローバルマー±ティン°e 

43～46 課題研究e 

47・48 まとめ 

 



2025 年度 授業計画ÿ·ラバ¹Ā °ýーバûビ¸ネ¹科/G16 

授業科目名 マー±ö³ン°応用 

 対象学年 ā年 

講義 開講時期 前期 

必修 単位/時間 2 単位 48 時間 

担 当 教 員 

児玉史彦・�木美和ÿ株_会社 S.I.コンµûö³ン°Ā 

ÿ実務経験内容Ā 

ÿ児島県内{zける営業やコンµûö³ン°業務を²x{講義を行う2 

ÿ授業~内容x到達目標Ā 

ビ¸ネ¹{不可欠zマー±ö³ン°~基礎理論を学び1ビ¸ネ¹モ÷û~組�ûてや商品企画1プüゼン
öー·ョン{必要z発想Ûやå報収集Ûを身{つける2実際~事例{ら~±ー¹¹タ÷³や市場調査1商
品企画zy1自ら調査した内容を発èし研究~成果を~x±る2 

成績ß価~ 

方法・基準 
試験~た�プüゼンöー·ョンÿ７ÿ％Ā1平~点ÿāÿ％Ā1課題提出÷ÿĀÿ％Ā 

使 用 教 材 自主作成教材 

回 数 内  容 

1～4 マー±ö³ン°基礎復習 

5～8 市場拡大・マー±ö³ン°~対象 

9～12 顧客~ニーº・÷¶´ン思考・消費者満足度 

13～16 STP 分析 

17～20 マー±ö³ン°~ăPÿMMĀ 

21～24 マー±ö³ン°戦略策定 

25～28 外部分析x内部分析 

29～32 ĂC 分析 

33～36 PEST 分析 

37～40 SWOT 分析 

41～46 課題研究① 

47・48 ~x± 

 



2025 年度 授業計画ÿ·ラð¹Ā グローðルビ¸ý¹科/G17 

授業科目名 ñソコン¹キル A 

 対象学年 1 年 

講義 開講時期 通年 

必修 単位/時間 2 単位 48 時間 

担 当 教 員  

÷オ üプール プラ·ャンø 

ÿ実務経験内容Ā 

EC サイø1ûームúー¸制作zyの·¹öム開発{携わsた経験を²x{講義を行う2 

ÿ授業の内容x到達目標Ā 

WEB úー¸を制作するた±{必要z HTML 言語x CSS の基礎{tいて習得する2HTML のフロンø
コーダxして必要不ÿ欠z知識を身{tける2 

成績評価の 

方法・基準 
出席点 30% 1提出物及び授業参ò 30%1期末試験 40% 

使 用 教 材  オú¸ナûöキ¹ø 

回 数 内  容 

1～3 
オúエンöü·ョン ûüムúü¸�y~ようにwきvいるか？ 

コü÷ィング~実業務~現状 

4～6 コü÷ィング~実業務~現状 復習 

7～9 
作成環境~構築、ûüムúü¸~基礎 

. HTML 基本構成についvÿhtml/head/title/body) 

10～12 HTML 基本構成についvÿhtml/head/title/body) 復習 

13～15 
HTML 基本文法 

ûHTML基礎(p/h1∼h6Ā 

16～18 HTML基礎(p/h1∼h6Ā 復習 

19～21 
HTML 基本文法 

ûHTML 基礎 (img/aĀ 

22～24 HTML 基礎 (img/aĀ復習 

25～27 
HTML 基本文法 

ûHTML 基礎 (div/spanĀ 

28～30 HTML 基礎 (div/spanĀ復習 

31～33 
HTML 基本文法 

ûHTML 基礎 (div/span) 

34～37 HTML 基礎 (div/span) 復習 

38～41 
HTML 基本文法 

• HTML 基礎 (ul/ol/li/br) 

42～45 HTML 基礎 (ul/ol/li/br) 復習 

46～48 まxめ 
 



2025 年度 授業計画ÿ·ラð¹Ā グローðルビ¸ý¹科/G18 

授業科目名 ñソコン¹キル B 

 対象学年 2 年 

講義 開講時期 通年 

必修 単位/時間 2 単位 48 時間 

担 当 教 員 

÷オ üプール プラ·ャンø 

ÿ実務経験内容Ā 

EC サイø1ûームúー¸制作zyの·¹öム開発{携わsた経験を²x{講義を行う2 

ÿ授業の内容x到達目標Ā 

WEB úー¸を制作するた±の HTML 言語x CSS の基礎{tいて習得する2HTML のフロンø
コーダxして必要不ÿ欠z知識を身{tける2 

成績評価の 

方法・基準 
出席点 30% 1提出物及び授業参ò 30%1期末試験 40% 

使 用 教 材 オú¸ナûテキ¹ト 

回 数 内  容 

1・2 
HTML 基本文法 

• HTML 基礎 (Table) 

3・4 HTML 基礎 (Table) 復習 

5〜8 
HTML 基本文法 

・HTML 基礎(CLASS と ID) 

9・10 HTML 基礎(CLASS と ID) 復習 

11〜14 
HTML 基本文法 

・課題制作ÿ自己紹介 HP を作sて�ようĀ 

15〜20 課題制作ÿ自己紹介 HP を作sて�ようĀ復習 

21〜28 
HTML 基本文法 

・HTML 基礎 (Form と input タÀĀ 

29〜32 HTML 基礎 (Form と input タÀĀ復習 

33・34 
HTML 基本文法 

・HTML 基礎 Formと input タÀĀ 

35・36 HTML 基礎 Formと input タÀĀ復習 

37〜40 
CSS 

・CSS基本構成にtいて 

41・42 CSS基本構成にtいて 復習 

43・44 
CSS 

・CSS基礎ÿセü¿タ、プýパティ、値Ā 

45・46 CSS基礎ÿセü¿タ、プýパティ、値Ā復習 

47・48 ~とめ 

 



2025 年度 授業計画ÿ·ラバ¹Ā グローバルビ¸ネ¹科/G19 

授業科目名 簿記 

 対象学年 ２年 

講義 開講時期 通年 

必修 単位/時間 2 単位 48 時間 

担 当 教 員  

藤野 勇馬 

ÿ実務経験内容Ā 

 

ÿ授業~内容と到達目標Ā 

企業{zける取引~記帳û計ÿû整理{関する知識と技Ûを習得させ1簿記~基本的z仕組�{ついて 

理ëさせるとと²{1ビ¸ネ¹活動を計数的{把握する能力と態度を育てる2 

成績ß価~ 

方法û基準 
筆記試験 40％ 提û物û小テ¹ト 30％ û席 30％ 

使 用 教 材  テキ¹トÿ簿記~教科書 1 年生 

Þ 数 内  容 

1～4 簿記~基本 簿記と�z{{？ 

5～8 簿記~基本 勘定科目を覚えよう 

9～12 簿記~基本 帳簿{記入をする 

13～18 資wû負債û純資w~仕訳 資wグループ~勘定科目 

19～24 資wû負債û純資w~仕訳 負債グループ~勘定科目 

25～30 資wû負債û純資w~仕訳 純資wグループ~勘定科目 

31～34 収益û費用~仕訳 利益グループ~勘定科目 

35～38 収益û費用~仕訳 費用グループ~勘定科目 

39～42 決済~しく� 決ÿと�？ 

43～46 決済~しく� 精ÿèと�？ 

47û48 ~と± 

 



2025 年度 授業計画ÿ·ùð¹Ā Àýーðûó¸ý¹科/G20 

授業科目名 Office ¹キûＡ 

 対象学年 Ā年 

講義 開講時期 通年 

必修 単位/時間 2 単位 48 時間 

担 当 教 員 

÷º ü÷ーû ÷ù·ャンø 

ÿ実務経験内容Ā 

EC µ´ø1ûーðúー¸制_zyの·¹öð開発{携わsた経験を²x{講義を行う2 

ÿ授業の内容x到達目標Ā 

就職先wの業務{必要xz»ñ½コン¹キû習得を目指す2特{1日本語入力{¸»文書_成1å報分析1
÷ü¼ン資料_成能力を習得す»2ワー÷ý検定 3 級\格を目指す2 

成績ß価の 

方法û基準 
平~点ÿÿÿ％Ā1試験ÿĀÿ％Ā1提û物及s授業参加ÿÿÿ％Ā 

使 用 教 材 留学生のた±の Word/Excel/PowerPointÿ技Ûß論社Ā>ワー÷ý部門? 

Þ 数 内  容 

1û2 入力操_の基本û÷¹¿øó÷の使い{た1õ±´ûxõ¹ûÀの管理 

3û4 拡張子ûＰＣ異~{対処す»1Word 新規û保存1öン÷üーøの使い{たû印刷 

5û6 
入力操_û文節1漢字1r¹|z1»¿»ú1ýーマ字 

文字ûZ除x挿入1検索x置換1コôーx貼º付け 

7～10 
文字の書式1段落の書式1書式のコôーx¿ú² 

箇条書}x段落番÷1¿öxúーÀ1段組�1øóÀーxõó¿ー 

11û12 
èの÷¶´ンÿöーöû÷¶´ン¿öĀ1Excel xの連携 

ワーù²ーøの挿入1画像の挿入x配置1書式¯定1SmartArt 
13û14 öキ¹øüó¿¹1図形の挿入1図形の応用û描画1²ン»ー1文字のúº返し 

15û16 
PowerPointÿ基本 ¹ù´ù1ü´²ウø1öン÷üーø 

¹ù´ùの÷¶´ン1画像の挿入1図形1öキ¹øüó¿¹の挿入 

17û18 
ºー÷³º利用1²ûñー·ョン効果1ó÷ºの利用他 

Excel:基本 Excel の画面1¿´ó¿²¿»¹ôーûðー 

19û20 öン÷üーøx使い{たû印刷1»ûx·ーøの基本1÷ー¿入力x修正 

21û22 ºーøõ³û1»ûのè示形式1»ûの配置1õ¹ンø1罫線1塗ºtぶし 

23û24 èの¹¿´û1検索x置換1èの並s替えxöーöûのë除1計算式1関数を使う 

25û26 相対参照1絶対参照1複\参照1Àùõの_成1画像û図形ûºンù´ン画像の挿入 

27～30 関数の基本ÿ\計1平均 

31～34 ワー÷ý検定 3 級問題入力 

35～38 ワー÷ý検定 3 級問題入力û復習 

39～42 ワー÷ý検定 3 級問題xë答 

43～46 ワー÷ý検定 3 級問題xë答復習 

47û48 ~x± 
 



2025 年度 授業計画ÿ·ùð¹Ā Àýーðûó¸ý¹科/G21 

授業科目名 Office ¹キû B 

 対象学年 2 年 

講義 開講時期 通年 

必修 単位/時間 2 単位 48 時間 

担 当 教 員 

÷º ü÷ーû ÷ù·ャンø 

ÿ実務経験内容Ā 

EC µ´ø1ûーðúー¸制_zyの·¹öð開発{携わsた経験を²x{講義を行う2 

ÿ授業の内容x到達目標Ā 

就職先wの業務{必要xz»ñ½コン¹キû習得を目指す2特{1日本語入力{¸»文書_成1å報分析1
÷ü¼ン資料_成能力を習得す»2ワー÷ý検定 2 級\格を目指す2 

成績ß価の 

方法û基準 
平~点ÿÿ０％Ā1試験ÿĀ０％Ā1提û物及s授業参加ÿÿ０％Ā 

使 用 教 材 留学生のた±の Word/Excel/PowerPointÿ技Ûß論社Ā>ワー÷ý部門?  

Þ 数 内  容 

1û2 入力操_の基本û÷¹¿øó÷の使い{た1õ±´ûxõ¹ûÀの管理 

3û4 拡張子ûＰＣ異~{対処す»1Word 新規û保存1öン÷üーøの使い{たû印刷 

5û6 
入力操_û文節1漢字1r¹|z1»¿»ú1ýーマ字 

文字ûZ除x挿入1検索x置換1コôーx貼º付け 

7～10 
文字の書式1段落の書式1書式のコôーx¿ú² 

箇条書}x段落番÷1¿öxúーÀ1段組�1øóÀーxõó¿ー 

11û12 
èの÷¶´ンÿöーöû÷¶´ン¿öĀ1Excel xの連携 

ワーù²ーøの挿入1画像の挿入x配置1書式¯定1SmartArt 
13û14 öキ¹øüó¿¹1図形の挿入1図形の応用û描画1²ン»ー1文字のúº返し 

15û16 
PowerPointÿ基本 ¹ù´ù1ü´²ウø1öン÷üーø 

¹ù´ùの÷¶´ン1画像の挿入1図形1öキ¹øüó¿¹の挿入 

17û18 
ºー÷³º利用1²ûñー·ョン効果1ó÷ºの利用他 

Excel:基本 Excel の画面1¿´ó¿²¿»¹ôーûðー 

19û20 öン÷üーøx使い{たû印刷1»ûx·ーøの基本1÷ー¿入力x修正 

21û22 ºーøõ³û1»ûのè示形式1»ûの配置1õ¹ンø1罫線1塗ºtぶし 

23û24 èの¹¿´û1検索x置換1èの並s替えxöーöûのë除1計算式1関数を使う 

25û26 相対参照1絶対参照1複\参照1Àùõの_成1画像û図形ûºンù´ン画像の挿入 

27～30 関数の基本ÿ\計1平均 

31～34 ワー÷ý検定 3 級問題入力 

35～38 ワー÷ý検定 3 級問題入力û復習 

39～42 ワー÷ý検定 3 級問題xë答 

43～46 ワー÷ý検定 3 級問題xë答復習 

47û48 ~x± 
 



2025 年度 授業計画ÿ·ラバ¹Ā Àローバルビ¸ネ¹科/G22 

授業科目名 比較文化論 

 対象学年 １年 

講義 開講f期 前期 

必修 単位/f間 2 単位 48 f間 

担 当 教 員 

村本 茜 

ÿ実務経験内容Ā 

日本語教�xしv1日本語教育機関及び短期大学w~勤務経験を�x{授業を行う2 

ÿ授業~内容x到達目標Ā 

年o行事や科学技Û1ポップカルチャーzy1日本~文化や社_{関す»文章を読�1理ëを深�»2
自国x日本1都^x地方1昔x今zy1[様z方向{¹比較す»こxw1物事を[角的{見¹¼»力を育
�2文章を読�pけwzく1Àループ活動~機_�[く設け1÷ィ¹カッ·ョンや発èw�1自分~意見
をcqつつ1Þ~人~考え�受け入¼»¸う{し1¿ラ¹~þ間や教員xx�{1異文化間~共通点・相
違点zy新しい気付きや学びを得»2 

成績ß価~ 

方法・基準 
期末試験ÿ発èĀ40％ 提û物・小ö¹øz¸び授業参画度 30％ û席 30％ 

使 用 教 材 

>クロüºアóプ日本事情 15?(the Japantimes) 

自主作成プúント 

Þ 数 内  容 

1～2 ºúエンテüション, Unit1 日本っvy³z国？ 

3～4 Unit1 日本っvy³z国？ 

5～6 Unit2 都市の暮¹しû地方の暮¹し 

7～8 Unit2 都市の暮¹しû地方の暮¹し 

9～10 Unit4 い��き~す！ 

11～12 Unit4 い��き~す！ 

13～14 Unit5 季節²楽し�年中行事 

15～16 Unit5 季節²楽し�年中行事  

17～18 Unit7 伝統文化体験 

19～20 Unit7伝統文化体験 

21～22 Unit8 現代文化xポóプ»ûチャü 

23～24 Unit8 現代文化xポóプ»ûチャü 

25～26 Unit9 ¹ポüôの楽し�方 

27～28 Unit9 ¹ポüôの楽し�方 

29～30 Unit10 前進²続け»科学技術 

31～32 Unit10 前進²続け»科学技術 

33～34 Unit11 地球の��{wき»こx 

35～36 Unit11 地球の��{wき»こx 

37～42 発表準備 

43～46 発表 

47～48 ~x�û振º返º 
 



2025 年度 授業計画ÿ·ラバ¹Ā Àローバルó¸ネ¹科/G23 

授業科目名 国際関係論 

 対象学年 ２年 

講義 開講f期 前期 

必修 単位/f間 2 単位 48 f間 

担 当 教 員 

村本 茜 

ÿ実務経験内容Ā 

日本語教師xしv1日本語教育機関及び短期大学w~勤務経験を²x{授業を行う2 

ÿ授業~内容x到達目標Ā 

日本xそ~Þ~国々~歴史・文化・経済・�治的z関わºを理ëし1[文化共生~視点{¹国際関
係を考察す»2授業w�Àループ÷ィ¹カッ·ョン~場を[く設q1一人一人|社_的存�wあ»s
xを意識しz|¹1協働wそ~課題xë決策を見出す2ま�1教師|提示し�øôッ¿�qw�zく1
学生²各自ニュー¹をc�寄っv話題提供をし1f事問題{対す»自身~関心を¸º深±1広r»2 

r績ß価~ 

方法・基準 
期末試験ÿ発èĀ40％ 提出物・小ö¹øz¸び授業参画度 30％ 出席 30％ 

使 用 教 w 

自主作成プリンø 

参考：>クロüº²ップ日本事情 15?(the Japantimes) 

Þ 数 内  容 

1～2 ºリエンöüション,国際関係論の基本概念x理論 

3～4 日本の歴史x世界xの繋がり 

5～6 日本の歴史x世界xの繋がり 

7～8 日本x世界のニュü¹w÷³¹»ッション 

9～10 観光業を通xた国際関係の発展 

11～12 観光業を通xた国際関係の発展 

13～14 日本x世界のニュü¹w÷³¹»ッション 

15～16 教育x子y²たち 

17～18 教育x子y²たち 

19～20 産業構造x経済 

21～22 産業構造x経済 

23～24 日本x世界のニュü¹w÷³¹»ッション 

25～26 政治x憲法 

27～28 政治x憲法 

29～30 日本x世界のニュü¹w÷³¹»ッション 

31～32 多文化共生を±vwv 

33～34 多文化共生を±vwv 

35～36 多文化共生を±vwv 

37～42 発表準備 

43～46 発表   

47～48 まx±û振り返り 
 



2025 年度 授業計画ÿ·ùバ¹Ā Àýーバûó¸ネ¹科/G24 

授業科目名 ホテû総論 

 対象学年 １年 

講義 開講時期 前期 

必修 単位/時間 2 単位 48 時間 

担 当 教 員  

藤野 勇馬 

ÿ実務経験内容Ā 

 

ÿ授業~内容と到達目標Ā 

日本~å館ûホテû~代è的z特徴を学び1日本特有~z²vzし文化を理ëし1·ーン{あわせた 

心u{い~�切さや1文化や風習~違う海外{ら~z客様をz²vzしす»知識を身{付け~す2 

成績ß価~ 

方法ûÿ準 
筆記試験 40％ 提出物û小テ¹ト 30％ 出席 30％ 

使 用 教 材  テ½¹トÿå館ホテûû観光~教科書 

Þ 数 内  容 

1～2 �一章 日本~観光ó¸ネ¹~概要 訪日外国人å行者~推移 

3～4 �二章 日本~宿泊施設~分類 å館とホテû~特徴 サーó¹~特徴 

5～6 �二章 日本~宿泊施設~分類 å館とホテû~タ´プ 

7～8 �二章 日本~宿泊施設~分類 求±ら¼»¹½û 法律と定員 <箸=~文化 

9～10 �二章 日本~宿泊施設~分類 日本料理と~ 外国人å行者~配o 

11～12 �三章 組~と¹タッõ~業務 å館ûホテû~組~や½ャú² 

13～14 �三章 組~と¹タッõ~業務 å館ûホテû~仕事 言葉使いûþúー 

15～16 �三章 組~と¹タッõ~業務 TPO と� ²üû¾ー対応 ホ¹ôタúテ³ 

17～18 �四章 専門÷{求±ら¼»¹½û ホテû~各セ¿·ョン~業務 

19～20 �四章 専門÷{求±ら¼»¹½û ¹テップ²ップ~ÿ礎¹½û 

21～22 �四章 専門÷{求±ら¼»¹½û チーĀワー¿とコÿュûÁー·ョン 

23～24 �四章 専門÷{求±ら¼»¹½û 施設管理と環境対策 

25～26 �五章 実務~ÿ礎知識 z客様満足度と¿üーĀûコンプü´ン 

27～29 �五章 実務~ÿ礎知識 ¿üーĀûコンプü´ン|発生した場合と違い 

30～35 �五章 実務~ÿ礎知識 ホテû用語~ÿ礎知識 

36～39 �六章 日本~作法 席順 

40～43 �六章 日本~作法 祝箸と忌�箸 箸~þúー 

44～48 �六章 日本~作法冠婚葬祭û人生儀礼 

 



2025 年度 授業計画ÿ·ラバ¹Ā グローバルビ¸ネ¹科/G25 

授業科目名 ホテルマネ¸メント 

 対象学年 ２年 

講義 開講時期 前期 

必修 単位/時間 2 単位 48 時間 

担 当 教 員  

藤野 勇馬 

ÿ実務経験内容Ā 

 

ÿ授業の内容と到達目標Ā 

日本の旅館ûホテルの代è的z特徴を学び1日本特有のzもvzし文化を理ëし1·ーン{あわせた 

心u{いの大切さや1文化や風習の違う海外{らのz客様をzもvzしする知識を身{付けます2 

成績ß価の 

方法û基準 
筆記試験 40％ 提出物û小テ¹ト 30％ 出席 30％ 

使 用 教 材  テ½¹トÿ>ホテルビ¸ネ¹基礎編?自主作成教材 

Þ 数 内  容 

1～2 総務û人事部門の組織 

3～4 総務部門の業務 

5～6 人事部門の業務 

7～8 総務û人事部門の実務 

9～10 施設管理部門の組織 

11～12 施設管理部門の業務 

13～14 主要設備と付帯設備 

15～16 省エネとエネル¾ー管理 

17～18 ホテルの IT 設備 

19～20 廃棄物処理管理 

21～22 寒冷法令 

23～24 経理û_計部門の組織 

25～26 経理部門の業務 

27～29 _計部門の業務 

30～35 収益_計と費用_計 

36～39 予算管理の基礎知識 

40～43 ホテル業の経営分析 

44～48 税の知識 

 



2025 年度 授業計画ÿ·ラĀ¹Ā ÀýーĀûビ¸ネ¹科/G26 

授業科目名 ホテû実務 

 対象学年 ２年 

講義 開講時期 後期 

必修 単位/時間 2 単位 48 時間 

担 当 教 員  

藤野 勇馬 

ÿ実務経験内容Ā 

 

ÿ授業~内容x到達目標Ā 

日本~旅館ûホテû~代è的z特徴を学び1日本特有~z²vzし文化を理ëし1·ーン{あわせた 

心u{い~大切さや1文化や風習~違う海外{ら~z客様をz²vzしする知識を身{付け~す2 

成績ß価~ 

方法û基準 
筆記試験 40％ 提出物û小テ¹ト 30％ 出席 30％ 

使 用 教 材  テキ¹トÿ>旅館ホテûû観光~教科書?自主作成教材 

Þ 数 内  容 

1～4 z客様満足x¿üームûコンプüイン 

5～10 ¿üームxコンプüイン~違い 

11～16 ¿üームûコンプüイン|発生した場合{� 

17～20 ¿üームûコンプüインを防止するた±{� 

21～26 ホテû用語~基礎知識 

27～28 日本~作法 席順 

29～32 日本~作法 和室w~立ち振る舞い 

33～36 日本~作法 祝箸x忌�箸û箸~マナー 

37～40 日本~作法 年中行事û節句xÿü~日~食事 

41～44 日本~作法 冠婚葬祭û人生儀 

45～48 ~x± 

 



2025 年度 授業計画ÿ·ラバ¹Ā Àýーバûビ¸ネ¹科/G27 

授業科目名 フýントサービ¹ 

 対象学年 １年 

講義 開講f期 後期 

必修 単位/f間 2 単位 48 f間 

担 当 教 員 

村本 茜 

ÿ実務経験内容Ā 

日本語教育機関zよび1宿泊施設wの勤務経験をもx{授業を行う2 

ÿ授業の内容x到達目標Ā 

ホテûのフýントサービ¹{必要z基本の¹キûや実務対応能力を学び1理ëy»2チ·ッ¿イン・
チ·ッ¿ア¶トの手続}1顧客対応1緊急f対応zy1様々zýーûプüイを通xv1実践的z経験
を積む2ま�そ¼�けwzく1フýントサービ¹{関わ»日本の文化や習慣1日本語の言葉やè現z
yも細{く確認w1プýxwv自身をcっv日本語wフýントサービ¹|w}»力を身{付け»2 

成績ß価の 

方法・基準 
期末試験ÿ発èĀ40％ 提出物・小テ¹トzよび授業参画度 30％ 出席 30％ 

使 用 教 材 

自主作成プúンø 

参考Ā>お²てzしの日本語?、>ホöûöキ¹ø宿泊Ⅰフýンøûオフ³¹編? 

Þ 数 内  容 

1～2 dオú¸ンöü·ョンxフýンøサüビ¹の概要 

3～4 e日本{おけ»<お²てzしの心= 

5～6 fキュúö³xプù´バ·üの保護 

7～8 gチ·ック´ンûチ·ック²¶øの手続き 

9～10 h宿泊サ´øx予約管理·¹öĀの使用方法 

11～12 i異文化理解xコÿュニケü·ョン 

13～14 jクüüĀ対応x解決 

15～16 k火災や地震zyの緊急時の対応 

17～18 d～kのまx±û振º返º 

19～20 l電話対応の仕方 

21～22 māüû対応の仕方 

23～24 nāüû対応の仕方 

25～26 oホöûの施設案内xサüビ¹ 

27～28 p観光情報x案内サüビ¹ 

29～30 q観光情報x案内サüビ¹ 

31～32 r顧客のニüº{合わせた宿泊プùン 

33～34 s÷¸タû化xフýンøサüビ¹ÿ利点x課題Ā 

35～36 tSNSやオンù´ンüビュüの活用 

37～42 uホöûビ¸ネ¹業界の歴史x発展 

43～44 vホöûビ¸ネ¹業界の歴史x発展 

45～48 l～vx全体のまx±û振º返º 
 



2025 年度 授業計画ÿ·ùバ¹Ā Àýーバûó¸ネ¹科/G.28 

授業科目名 ü¹øùンºペüー·ョン 

 対象学年 1 年 

講義 開講時期 後期 

必修 単位/時間 2 単位 48 時間 

担 当 教 員  

藤野 勇馬 

ÿ実務経験内容Ā 

 

ÿ授業の内容と到達目標Ā 

飲料サーó¹{おけ»基本動作、知識を学び企業実習を意識し�講義と実践を行う 

成績評価の 

方法・基準 
筆記試験 40％ 提出物・小テ¹ø 30％ 出席 30％ 

使 用 教 材  zし 

回 数 内  容 

1～2 ºú¸ンテー·ョン 身�しz�と歩き方 姿勢改善øüーûンÀ 

3～5 飲料部門の概要 ü¹øùンの種類  

6～8 õùン¹料理d ·ûバー¶·²の基礎知識と取º扱い 

9～11 õùン¹料理e õûコー¹の流¼ 

12～14 õùン¹料理f テーöûセッテ³ンÀ 

15～17 õùン¹料理g ¶¹ーターôッチャーのサーó¹ 

18～20 õùン¹料理h ü¹øùン用語を学ぶ 

21～23 その他 西洋料理 ´タú²ン料理を知» 

24～26 ùúン¿d ú÷キンの取º扱い 

27～29 ùúン¿e コーòー{ついて 

30～32 ùúン¿f テ³ー{ついて 

33～35 日本料理d 会席料理{ついて 

36～38 日本料理e 箸{ついての知識を学び 

39～41 ²ûコーû{ついて 日本酒{ついて 

42～44 ²ûコーû{ついて 焼酎{ついて 

45～48 総合~とめ 

 



2025 ~度 授業計画ÿ·ラバ¹Ā Àýーバûó¸ネ¹科/G29 

授業科目名 ó¸ネ¹マネ¸メント A 

 対象�~ １~ 

講義 開講時期 前期 

必修 単位/時間 2 単位 48 時間 

担 当 教 員  

藤野 勇馬 

ÿ実務経験内容Ā 

 

ÿ授業~内容x到達目標Ā 

新たzマネ¸メント{必要z基本要}を理ëし1人1}織1社_を活{す管理者を目指しvい}ます2 

個人x}織~あº方|変わ»中w1こ¼{¹~管理者{求±¹¼»以O３つ~観点を�びます2 

r績評価~ 

方法û基準 
筆記試験 40％ 提出物û小テ¹ト 30％ 出席 30％ 

使 用 教 w  参考資料ÿマネ¸メント~基本教科書 

Þ 数 内  容 

1～2 マネ¸メントx�<やºくº= 

3～5 <òト=�最²大事z経営資源 

6～8 自己ÿ新{² PDCA を適用 

9～11 マネ¸メント�<業務=x<òト=~ 2つ~軸 

12～14 経営~ー翼を担う存� 

15～17 }織~連結ôン 

18～20 ²~~見方ÿ視座û視野û視点Ā 

21～23 価格創造 

24～26 プüイヤー{¹管理者へ~·õト 

27～29 自分¹しい管理者 

30～32 多様z人wx~ネットワー¿ 

33～35 理ÿ~重要度~高まº 

36～38 目標~３要}x~連鎖~重要g 

39～41 }織x意義x}織W~効用 

42～44 環境変W~対応 

45～46 メンバーx~役割分担 

47～48 <メンバー個々人~主体gを活{す=マネ¸メント まx± 

 



2025 年度 授業計画ÿ·ラバ¹Ā グローバルビ¸ネ¹科/G30 

授業科目名 ビ¸ネ¹マネ¸ñンøB 

 対象学年 ２年 

講義 開講時期 前期 

必修 単位/時間 2 単位 48 時間 

担 当 教 員  

林 裕� 

ÿ実務}験内容Ā 

 

ÿ授業~内容x到達目標Ā 

}営学{tいv学び1企業~·¹öðや}営戦略を理ëし1卒業後日本企業{就職した際{}営者~視点
w業務{あたるこx|w}るよう{zる2 

r績評ï~ 

方法・基準 
期末試験 40％ 提出物・小ö¹øzよび授業参画度 30％ 出席 30％ 

使 用 教 材  自主作r教材 

Þ 数 内  容 

1・2 }営学x�？ 

3・4 }営学を学ぶ必要g 

5・6 }営コンサルタンø 

7・8 MBA 

9・10 企業~·¹öð 

11・12 ホール÷ィング¹制 

13・14 事業承ý・TOB・LBO 

15・16 M＆A1業務提携 

17・18 ベンチャー企業 

19・20 CSR・CSV 

21～26 課題研究d 

27～30 }営戦略 

31～34 yうやsv}営戦略を立vる{ 

35・36 y~よう{事業を起こす{ 

37・38 事業拡大 

39・40 他社x~競合{勝tため{ 

41・42 }営状況~確認 

43～48 課題研究e 

 



2025 年度 授業計画ÿ·ùバ¹Ā グローバûビ¸ネ¹科/G31 

授業科目名 ビ¸ネ¹戦略 

 対象学年 ２年 

講義 開講f期 前期 

必修 単位/f間 2 単位 48 f間 

担 当 教 員 

玉利 {一朗 

ÿ実務}験内容Ā 

社_科~教員免許をcち1公立高校w~教諭}験を²x{講義を行う2 

ÿ授業~内容x到達目標Ā 

}営管理及び労務管理~基本的事項を学習す»こx{よsv1ビ¸ネ¹~場w即戦力xz»よう{す»2
また1仕事{zいv適切z接客態度|い{{重要wあ»{を自覚させ»xx²{1z客様対応~基本を学
�せ1実践す»能力を身{tけさせ»2 

r績評価~ 

方法・基準 
課題提出 40％ 提出物・小テ¹トzよび授業参画度 30％ 出席 30％ 

使 用 教 材 自主作成教材 

Þ 数 内  容 

1～4 }営|必要xさ¼»理由 ý続|難しい理由 

5～8 }営x�何{ }営資源x}営計画 

9～12 }営戦略 }営戦略|目gす²~資金管理~重要g 収ox損益 

13～18 _計~考え方 コ¹トを管理す» 

19～22 税金{tいv 

23～26 人xいう資源x� 人~能力を高±» 

27～32 人をや»気{させ»た±{ 給与 

22～40 キャúアプùン~重要g 仕事をす»うえw考え»べ}事 

41～42 顧客|求±»価値 価値~実態 

43～44 

顧客満足~実現~た±~·¹テム 最²重要z価値価値~[様g 顧客|求±»²~ 

サービ¹~範囲 

45～46 サービ¹~·¹テム化 

47～48 顧客{tいv~理ë よい接客~た±{ 

 



2025 年度 授業計画ÿ·ラバ¹Ā グローバルビ¸ネ¹科/G32 

授業科目名 就職活動講座 

 対象学年 1 年 

講義 開講時期 前期 

必修 単位/時間 2 単位 48 時間 

担 当 教 員 

林 裕� 

ÿ実務経験内容Ā 

高校教員xしv1就職指導にあたった経験をもxに授業を行う2 

ÿ授業の内容x到達目標Ā 

就職に向けv1自己分析や企業研究を行い1自¹の進路希望を明確にす»xxもに1履歴書や面接w自¹
の考えを述べ¹¼»¸うにす»2 

成績評ïの 

方法・基準 
課題提出 40％ 提出物・小テ¹トお¸び授業参画度 30％ 出席 30％ 

使 用 教 材 >外国人留学生のための就活ガイù 2026?自主作成教材 

回 数 内  容 

1～4 日本の就職活動û就活¹ケ¸ュüû 

5～8 留学生の就職状況û日本企業の留学生採用ニüº 

9～12 在留資格 

13～18 自己分析ÿ自分の過去を振º返»Ā 

19～22 自己分析ÿ将来の自分を考え»Ā 

23～26 自己分析ÿ日本とのつながºを考え»Ā 

27～32 課題研究 

22～40 企業研究 

41～42 企業研究ÿプüゼンテü·ョンĀ 

43～44 就活情報サイøの使用 

45～46 企業エンøúü 

47～48 まとめ 

 



2025 年度 授業計画ÿ·ラバ¹Ā グローバルビ¸ネ¹科/G33 

授業科目名 面接対策 

 対象学年 ２年 

講義 開講時期 前期 

必修 単位/時間 2 単位 48 時間 

担 当 教 員 

林 裕� 

ÿ実務経験内容Ā 

高校教員xしv1就職指導{あたsた経験をもx{授業を行う2 

ÿ授業の内容x到達目標Ā 

就職{向けv1面接マナーや敬語を学ぶxxも{敬語zyビ¸ネ¹の場w必要xzる日本語能力も身{t
ける2 

成績評ïの 

方法・基準 
課題提出 40％ 提出物・小テ¹トおよび授業参画度 30％ 出席 30％ 

使 用 教 材 >外国人留学生のための就活ガイù 2025?自主作成教材 

回 数 内  容 

1～4 エンøリーシーø記入 

5～8 企業 HPへのエンøリー 

9～12 履歴書作成 

13～18 志望理由書作成 

19～22 書類送付について 

23～26 面接マúー 

27～32 面接練習d 

22～40 面接練習e 

41～42 面接練習f 

43～44 適性検査 

45～46 敬語 

47～48 まとめ 

 



2025 年度 授業計画ÿ·ラバ¹Ā グýーバûビ¸ネ¹科/G34 

授業科目名 実務実習Ⅰ 

 対象学年 1 年 

講義 開講時期 後期 

必修 単位/時間 2 単位 48 時間 

担 当 教 員 

林 裕� 

ÿ実務経験内容Ā 

高校教員xしv1就職指導{あたった経験を²x{授業を行う2 

ÿ授業の内容x到達目標Ā 

企業やホテû{おいv就業体験を行い1就職{向けv日本w働くた±{必要z¹キûを確認する2 

成績評ïの 

方法・基準 
üポート提出 40％ 提出物授業参画度 30％ 出席 30％ 

使 用 教 材 >外国人留学生のための就活ガイù 2025?自主作成教材 

回 数 内  容 

1～2 インターンシップの意義 

3～6 企業紹介 

7～8 就業þúー 

9～15 インターンシップd 

16～22 インターンシップe 

23～29 インターンシップf 

30～36 インターンシップg 

37～43 インターンシップh 

44～46 振り返り 

47～48 レýーø作成 

 



2025 年度 授業計画ÿ·ラバ¹Ā グýーバûビ¸ネ¹科/G35 

授業科目名 実務実習Ⅱ 

 対象学年 ２年 

講義 開講時期 前期 

必修 単位/時間 2 単位 48 時間 

担 当 教 員 

林 裕� 

ÿ実務経験内容Ā 

高校教員xしv1就職指導{あたった経験を²x{授業を行う2 

ÿ授業の内容x到達目標Ā 

企業やホテû{おいv就業体験を行い1就職{向けv日本w働くた±{必要z¹キûを確認する2 

成績評ïの 

方法・基準 
üポート提出 40％ 提出物授業参画度 30％ 出席 30％ 

使 用 教 材 >外国人留学生のための就活ガイù 2025?自主作成教材 

回 数 内  容 

1～2 企業紹介 

3～6 就業マúー確認 

7～8 インターンシップd 

9～15 インターンシップe 

16～22 インターンシップf 

23～29 インターンシップg 

30～36 インターンシップh 

37～43 振り返り 

44～46 インターンシップ報告 

47～48 まとめ 

 


